
北海道における野鼠分布に関ナる研究 (8)

野腕トドマツ天然林に」かける

棲息密度の変動について

1.まえ t;~ き

桑 t田 勤(1)

野ネズミによる îJt干f-fの防除に 1 -.1".毒餌を五~;t;j，;tlJに配置するブj絵や，造林方法の改良によ 7，方法などがあ

るがタこうした削除法な実行していても，予想もつかないおおきな被告をしばしばうけることがある。

野外では野ネズミのある開力、個件数を増加したとき，その種の生活領域は拡大される。また，個体数

を増加したfrfiが旬以を拡大するとき，いままでその慌が利用していなかった土地もその種の領域となり，

ほかの積との問には慢分けがおこなわれる。しかいますます個体数が増加すれば.いくつかの極の領域

は重複してしまう。1)2)

森下 3) は日!}外のヒメアメシボウの行動を観察し， ヒメアメシボウのつくる集団がたんなる椴会的な集

まりでなく，環境の選択によるものであり，さらにある集団の密度が増加すれば修部jによって調整すると

論じており，伊藤の はアプラムγ類の増殖にともなう環境の価値と移動:η経路について研究し，綾息密

度が低いときには，給の生活要求に適した場所をえらびそこで繁殖する。ところが，精度が向くなると，

その棲息場所の利川1111i伯が低下 L. 相対的にほかの場所と等しくなることによって，いままで利Jtlされな

かった場所も干I!印空間に加えられていくと述べてL 、る。

野ネズミについてもこのよ主な研究を進めていぐことは司野ネズミの被害HJi除するうえに重要なこと

であると考える。 L だがって，筆者は野ネズミの桜息場所と個体数の増加にともなう主主回」め状態をf，[Iる目

的で， 1lU幌トドマツ天然林の一部を対照として調杏した。

調査上L 、ろいろと向指導を下さった木下栄次日|小日土および上回明ー雪長ならびにJI1.凶器約氏ほか同室各

位の低援聞に対しf'.Þくお礼を中上げる。なお，この論文を報告するにあたって前身自;/]J忠言合いたt':_~ 、た井

上元HIJ博士や北大農~'f'部太田嘉四夫氏にお礼申上げる。

2. 調査方法

a!}1幌トドマツ天然i'f，でみられる林!ぷ槌紗Jのうち・オシダ*19 エグユグリハ敢29 イヌガヤィ.3，グマザサ叫の

4frfiについて，そのおのおのがそれぞれ優占筏となっている土地を選定しー調査地主した。

こうして選定されたおのおのの調査地を 211m" fこ区割 L ，をの灰1ìn]の中心と，中心をとおる対角線 i二に，

1+1心から約 7mぐらいの距燥にそれぞれ 4 個乃金銅製呉を聞直し. 1 区訓に 5 個η良をかけるようにした。

(1) 北海道夫場保護部好鼠研境宝民

ネ 1 オシダ Dryoβteris crassirhizoma 叫 エグコグリペ Daphniphyllum humile 

叫エグイヌガヤ Caphalotaxus nnno 糾 グマザサ Sasa nlbo・ mnr!?inσto
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そして l 刷の民かけ期聞を 3 日間とし， 4 , 7 , 8 -' 10, 5 )J にそれぞれ l jfl i -rっ調資をおこなった。主

夫ねんのために，とれた野ネズミには個体様識をしてはなした。

3. 調査地の地形と植生

筆者が選定した調査1地は， ~、ずれも平坦地であった。これは沢などを含めて調斉地を設けーると調斉士山の

条約二が後1'(1になるため，なる fょ十)均質な土地が必要であったためである。

調査地の植生を調査するとき，林冠群植生については区í1m 20 m2 にあらわれるおのおのの樹隠を記録

し， その胸高直径および樹高を測定した。林床 l汀槌生については 20 m三区出lをさらに 10 m2 区分して

企ìJ!iJ定法の規準にしたがった。
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tT; 1 問 調査地のおもなる許滞納fiX，

こうして調査された資糾の整理にあたっては，

まず林冠群植生については胸高直径から節 l表の

ように 5階層にわけ，それぞれの階j留をト ド マヅ

と広葉樹に分けて取りまとめた。そして，そ，1'1.，ぞ

れの区割jの全本数に対して，それぞれの階層にあ

らわれるトドマツおよび広葉樹の本数の百分率を

求め， ヒストグラムであらわした。また，林床郡一

植生につL 、てはp おもなる種類の記載にとどめ，

すべての種類の記載を省時した。

第 1 図は林j利洋植生の優占種にもとづいて類君~

されたものである。ここにあらわされたそれぞれ

の数値は，各群落の平均値である。このように林

床訴槌生の優占種にもとづいて;頚恕された各群落

を，林冠群植生とむすびつけてみると次のように

なる。

(1) ト ド マヅーオジダ群落

(2) トドマツーグマザサ群落

(3) トドマツーユヅリハーオシダ群落

(4) トドマツーユヅリハ群溶

(5) クマザサ群務

第 1 表 林冠群植生同の規準

I I 樹高
階層 i直径 (cm )1

I I 針葉樹(m) 広葉樹(m)

illi I 1 ç以下 5'以下 E以下

史 ( I i 10~ 1 9 | お~ 1 4 1日4
1湾 : m 20-29 ' 15-19 15~ 1 9 

~ ， lV 30~39 20~2-1 20~23 

合 \ v I /0以 !-. I 矧土 叫!-.
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結}?ij どの群落もトドマヅが優占種となるのであるが，各F昔前についておおざっぱに述べると，どの税務

も低水間はほとんど広葉樹で占められ，中木川のIB:D!.率が少た< , ヒ木間がやや増加する傾向がある。し

かし， トドマツー-."-グリハ群落の構造はほかの君1帯構造とはちがって L 唱。

4. 棲息密度の算出法

自黙に生活する野ネズミのw息干狩!立をJ.LII\するプ~ì生l士，まだ充分な方法が考えだされていない状態であ

る u 問中・杉11['宰日)日) 7) めの 10) 11) による個体数10L定の研究があるが，これらについても充分なものは

期待できない。回中・杉山25の研究な単一橋の個体群を対象としておこなわれているため，二種以 Lの個

体群にそのままあてはまる力、どうか疑問である。自然におし、てはìj'i.一括の制件群からなる集七JHt少なく，

一般に二約以 Lのfl，' i] 体~nーが多L 、。とくに森林の野ネズミ:r:Wiを対象として研ヲeをおこなう J.bj合， ììj 新1の

11>'il r判庁はほとんど8'1 主 lèない現状であるO

また，われわれは DICE のブ~rHこより，とれた個体数をかぞえていろいろと:命じてきたが，この方法に

ついても野ネズミの開による生活様式のちがし、ゃ.桜息*~度。地j仇地被物の状態などによる分布様式の

ちがし、などカ a ら生じる誤差がヵ、なりあるように考えられる。

I当然で生活する例々の野ネズミ vt，互にほかの野ネズミと関連しながら生活しているものと考えられ，

例休が活動する旬以は，ほカ、の個体のi活動傾城と互に閃1mしながら行花しているものであろう。したがっ

て。このような秩序があると考えられる生物的自然を，人為的に阪訓した場合一一比較的小さい区f[:1トー

その一定区占1Jでとれた個体は9 その区割lをすべて活動関与，~とする個体もおるだろうし，また大部分の1M\)J

官民肢をはかの区ilBlにもつ個体もおるだろう。したがって.一つの区出l内にあらわれる野ネズミの状態は，

その医訓l付にある治則閣成の大きさの比率によるものと考えられ，区割l内にあらわれる野ネズミをできる

だけ瞬間的にとらえるようにしたので、f 位怠干与i皮のJ.f.I/ H主次のようにした。すなわ b・調査期Iiijに区訓で

とれた[ll}ネズさを合計しーーもちろんおなじ個体が連続してとれでもそれを加算する-，それを制脊 11

数で割ったものを，その医J~Jのw息特j度と考えた。しカ‘しこれは，むしろ 1 日当りの民にかかる数で・あっ

て，一区割の平均1/\J]'数といったブiがよ L づらここでは位息情交としてのベる。したがって，群務内にい

くつかの区割がある場合ft ， '!l1誌の妓息斡度はそれそ'Jèの区割lη平均(11'1とした。

5. 棲息密度の季節変動

まえにのベた位息制度の主(1/\訟により.名1作誌のそれぞれの怯息~，'~をもとめた。いま各1的存で生活す

る野ネズミの桜息術院が季節によりどのように変化するかを調らべるため「季節-w，也税皮」曲線をかL 、

たくtf!;2 図〕。

この図よりエゾヘチネズミーClethrianamys rufacanus bedfardiaeーの棲息密度が非常に高くなる群落

と，そうで伝い群落とに分けられる。ヒメネズミ -Aþademus geishaーおよびエゾ f カネズミーAρademus

ainu ainuーについてはp エグヤうあネズミにみられるような現象はたL 、。しかし.どの若手落にも季節変動

力"それそ'.fèの主主について大なり小なりあらわれている。

エゾヤナネズミについては駿息密度が非常に向くなる群落と?そうでない群落とがあるが，どの群落に

おし、ても fぷ、たいおなじような館内で変動し.' 7 月もしくは 8 月に 1 回のやまがある群誌と. 2 町のやま

がある群一落とがあるコヒメネズミおよびエヅアカネズミについては，変動乃傾向がほっきりあらわれてい



-74 -

I.O~ 1 H'7'ï-:\ :，.7""~ 品

4事 ~8t r ¥ 
怠 ""t / ¥! 
官官叫t / /¥ 
度目ド /, 

I ~_~ ... 令、巴.'
。』ー--ー~司五忌-e<-

1.01-2 fFマ/-ワマザサ且手九

~81ト l'

O.~ I 、

0.4" ， 、

I ._・ー'・、\
o.2~ ....-・-、

ζ二二三

o.4~ 4 IF?: 日ユゾ目'1' 、計百忌

+ ぐ九ヤ
L-ーι--薗圃=-斗ー

'21-5 クマザサ討格

実叫エゾヤチネズ ξ

点~j( ヒメネズミ

鎖税エグアカネズミ

第 2 図校息符度の季節変
窃j

*{\~ミ試験場研究報告部 79 号

ないo !:J:. エゾ7 カネズさについては・どの:群落でも 10 月に増加してL 、

る傾向がある。しか L ここで、開ijJmいなることけ 9 各種ーとも 4 J]， 5 J]の桜

息将度が 1 年をつうじて最も低いことである。とくにエゾヤチネズミにつ

いては 5 月が最も棲息符皮が低くなっている。

このように約に土る季節変動のちがL 、は?もちろん政境条件の変化によ

るのであろうが，箇そのものがもっている繁姐や食物の要求など， I勾的要

内による問題も考えられる。さらに第 2 図よりわかるようにラどの群落に

もたいてい 2磁あるいは 3胞の野ネズミが生活しているのでちるから種の

あいだの相互関係も当然問題となる。

6. 群落と棲息密度

~y~ 2 図では各群落における駿，t，\密度の季節変動を示したがp 控息経度と

若干洛との関係を第 3 図にあらわした。この凶よりまず観察されることは，

エグヤチネズミが季節をとおしてとれない群誌はなく，全体からとれてい

る。また，ヒメネズミもほとんど全体でとれているが" 8 月および 5 月に

おけるトドマツ一一オシダlfH答タグマザサiH溶からはとれな力、った。エグ

アカネズミは季節によりとれなし、群孫がかなりある。

計百1の野ネズミを合計して，各群落における斡皮を比較すると・トドマ

ツ一一オシダ群落，トドマヅ グマザサ群落，グマザサ群落は，トドマ

ツ一一ユゾリハーーオシダ群落， トドマヲーーユグリハ群落よりもどの季

節でも叡息密度が高いことがわかる。しかし， 4 月はどの群落も一般に何

度が低い傾向があるが， 5 J] はさらにその傾向がはっきりしている。 7 Jl, 

8 刀， 10 JJでは桜息争点度の高い祈落と {L~ \， 、滑落とのあいだにはラはっきり

とした差が認められるが， 4 月には1的存間の差はすくなくなっている。し

かし， 5 月になるとまったく群落間の差はみとめられなL 、。

エゾヤチネズミ(主まえにのべたように，どの季節でもとれない群落i土な

いが，とくに 5 月をのぞいた季節ではトドマツーーグマザザ訴法ァグマザサ群落はエグヤチネズミの宿主ど

が高心トドマツ一一ユグリハーーォγダ群落，トドマツ一一ユグリハ群

ツーーオγ ダ群落で1士， 7., 8 月にJt校i'内高い野区を示しているが 4 ，1O}]にはずっと{ぽくなってしる。

これは夏ォγダが繁っているあいだはタ fSl 、街度を示しているが，ォージダが杭Æ"t， rh 侭本国の広葉樹が

:客架している 4 月と，枯れ，あるいは落葉しつつある 10月にはエグヤチネズミの密度が{ぽくなることに注

意ぜねばならぬ。

ヒメネズミは 8 月のトドマツーーォ γダi町落と 5 月のグマザサllf浮ではまったくとれなかったが，ほか

の季節にはどの群訟でもとれた。しかしタ トドマツ一一ユヅリノ、ーーオシダjiJ;;あトドマツーーユグリハ

群落p グマザサ群落では季節によって棲JB、松度が高くなることがあるが， トドマツ一一グマザサ若干訴の抜

息符、度はあまり変化なく，ほかの群渋より市L 、状態にあメ。ヒメネズミの援も純度の低い苦F落はトドマツ

一一一オシダ群l存でふるの
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エ ゾア カ 不ズミについては密度が全体:に低 く ， はっきりした傾向はみられなしゅら ト ドマツーーユヅリ

ハ群落ではほとんどとれなし 、。また， トドマツーーオシダ群落の 10凹むとくに高い密度になったが，ほ

かの季節はほとんどとれなかった。

各群落における野ネズミの位息密度の状態から各群落の代表をきめてみると次のようになる。

ト ド マ ツ一一オシダ群落 1 

トドマツ ーーーグマザサ群落 )エゾヤチネズミで代表される。

グマザサ1詳~* J 

ト ドマ ツ一一ユヅリハーーオγ ダ;m結 1
) ヒメネズミ で伏表される。

トドマ ツ一一ユヅ リ ハ群落 j 

7. 生活領域の季節変動

まえでは季節別に群落の桜息密度についてのべてきた。その結'*エゾヤチネズミで代表される若手落と ，

ヒメ ネズ ミ で代表される群誌とがあった。しかし， どんな季節でも l 種しかとれtr.\，、群落はほとんどなく，

2積あるいは 3種がおなじ群落からとれている。と くに第 3 図から ヒメネズミで代表される群落があると

い う こと はL 、 L 、がたし、力、全体からみて， とくにヒメネズミにつL 、ては， ある季節にp ほかの磁よりも密

度が高くなっている群落を一応 ヒ メネズミで代表される群落と考えた。もちろん， ほかの臨もその若手落で

はそれほど密度がたかくなる季節はなかった。

この よ うにどの群落でも ， ほとんど 2 穐以上の野ネズミからできているのであるが， 各群落で生活する

野ネズ ミ相互の関係は， どのようになっているのであろうか。木ーら と回，桑畑 2) の報告でt土一つの土

地にいろいろちがった森林景観がある地域で、生活

する 3種の野ネズミが， それぞれ独自の生活領域

で校分けていた。 しかし， このとき類縁の遠い樋

の聞では， ある音1\分で?昆践しているところもみら

れたが， 類縁のJ互い積の聞では3 ほ左んど混訟は

みられなかった。しかし， 個体数がL 、 よいよ増加

すると ， 類縁の近い種の間でも混伎がみられる。

いま，各群洛で生活する野ネズミ 相互の関係につ

いて しらべてみる。

(1) ト ドマツーユヅリハーオシダおよび

卜 ドマツーク マザサ群落

トドマ ツーーユヅ リ ハーーオシダ群落とトドマ

ツ一一クマザサ税務とは連続して行在し， 調査地

は 2 つの群滋でほぼ半分に分割されP 沢と林道と

に狭まれたn\llI長い平坦地である。第 4 図は季節別

に調査地で生活する野ネズミの生活領主主を表わし

Tこ。

4 月にはヒメネズミとエグヤチネズミ の領域が

'Wj ェ .; ャ +忘れ

尺 11'1 Cヨ t メ ネズミ

題理 工 / "v il 品 ズ ミ

第 3 図 季節別にみた群港と怯息管度
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はっきりと分れている。ヒメネズミはトドマツ

一一ユヅリハーーオシダ群溶に筒域をもってい

るが， 2 つの君子存さかいにはどちらの野ネズミ

もとれなく p むしろこの部分は未利用空間とな

っている。エゾヤチネズミはトドマツ一一ーグマ

ザサ群認に領域の犬者{\分カ~j;，る。しかし，トドマ

ヅ一一ユグリハ一一オγダ群落にも領肢の一部

がみられるが，これはトドマヅ一一グマザサ群

3客カ‘らの)~~響によるものと考えられる。また，

ヒメネズミはトドマツーーグマザサ群誌にも側

主主の一部がありタエゾヤチネズミと混桜してL 、

る民訓もj;，:>るがタ全体的には桜み分けられてい

る。

7 月には野ネズミの生活領主主は 4 月とほとん

ど変っていなし、。ただタエゾヤチネズミの傾域

にエゾアカネズミがあらわれ，混絞している民

剖もあった。

8 月になると野ネズミの領域には，大きな変

動がみられた。ヒメネズミがL 、ままでfi月以にし

ていたトドマツーーユヅリハ一一オシダ群落に

は，一者{\が:jj:í~!'与さかいにのこっているだけで、，

トドマツ グマザサ群誌に間械がうつされて

L 、る O これに対してエゾヤテネズミは君干落さか

L 、泊、ら， トドマツ一一ユグリノ、一一オシダ好評

のブiに領技がおしだされている。このように領

肢の位置にはおおきな変化があったが，ヒメネ

ズヨとエゾヤチネズミ主の {I'日には桜分け』がおこ

なわれてし、る。しかしトドマヅ グマザサ'lll

訴ではエゾ「ヴネズミとエゾアカネズミのi昆怯

がみられた。

10月になると野ネズミ相互間の領域の位置の関係はさらに混乱している。そしてこの月になると. 2 つ

の群溶きかし、では，近縁の穐の聞にもt昆棲がみられるが，トドマツ一一←グマザサ群落ではそれがみられず.

エグヤチネズミおよびヒメネズミの領挟は 4 月， 7 月のときの開成にもどる。

降雪まえまでは一一 4 月から 10月までーーエグヤチネズミがァこの群議で広く領域をもっていたが守融

雪直後の 5 月になるとタエグヤチネズミの生活領域が非常に桁少していろが.ヒメネズミの領域にはあま

り変化がみられない。降雪まえの 10月には 3 障が混乱したが，この刀になると部分的の混生があるが，近

縁種との混生はなく棲分けられている。
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(2) トドマツーオシダ群落

トドマツーーオシダ群落に生活する野ネズミの領域を第 5

図にあらわした。林床群;髄生の優占種であるオシダは 4 月に

は枯れており ，地表がでている状態である。このような状態

で‘は， ほとんど野ネズミはとれなく ， わずかにエグヤチネズ

ミと ヒメ ネズミが 1 区割でとれた。しかし， 7 月になってオ

シ〆がすっかり繁茂すると，エゾヤチネズミ ，ヒメ ネズミ，

エゾアカネズミの 3種がとれ，領域も拡がっている。そして

部分的に混楼しているが，ヒメネズミとエゾアカネズミとの

聞には混稜がみられなし、。

8 月にはエグヤチネズミ の純集団となる。このような状態

はグマザサ群滋の 5 月 をのぞけばほかの群落にはなし、。この

現象はエゾヤチネズミの生活条件を知る手がかりと して重要

な問題であろう。

純集団を作っていたこの群落も 10月 になると，野ネズミは

3績が とれ全区割が利用されている。 そして Aρodemus 属

とエゾヤチネズミ との混棲はもちろんであるが， Aρodemus 

属聞でも混棲がみられる。

(3) トドマツーユヅリハ群落

トドマツ一一ユヅリハ群落では都合により ， 4 月の調査を

はぶいたのは残念で、;J;，る。第 6 図はトドマツー-;:1.'Y' ~ハ群

落における野ネズミの生活領域をあらわした。 7 月にはエゾ

ヤチネズミの領主主が大部分を占め， わす.かに ヒメ ネズミがそ

の領域内でとれた。 しかし， 8 月 になるとヒメネズミの領域

は拡大され， そして部分的にはエグヤチネズミと混接してい

るが3 全体的にみると両隠はやはり按分けてし、る。

10月、にはエゾヤチネズミの領域は，ずっと縮少するが， ヒ

メ ネズミの領域はまえと変らなL 、。このときにもエグヤチネ

ズミと ヒメ ネズミとの間には棲分けがある。しう し，部分的

には 2種または 3種の混楼がみられる。

5 月には ヒメ ネズミの領以が縮少した。この現象は前年の

7 月にもみられてし、るのでp この群落においては，こうした

現象はしばしばあらわれるものと考えられる。 エゾヤチネズ

ミは10月のと きと領域の位置こそちがうが，領域のIム・さでは

ほとんど変化がなし、。この群落では 7 月 ， 8 月 のいわゆる夏

の間はエゾヤチネズミの領域が非常に拡大しているが，秩，

審には縮少する攻象は面白し、。

第 5 図

2 3 4 5 

5 

調m1
四~
蕊蕊認

トドマツーーオシ〆群落の野

ネズミの生活領域

野ネズミの識別は第 4図参照

15 

6 

12 13 14 

q 8 

s 

第 6 図 トドマヅ ユグロ ハ群落の

野不ズミの生活領域

野ネズミの識別は第 4 図参照
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tf)7 凶はグマザリ群洛における野ネズミの生活領域である。この群落

にはfごし、たいエゾヤチネズミとヒメネズミとが混脱していると考えられ

林業試験場研究報告

クマザサ群落(4) 

たが:'I~年 5 月にはエグヘチネズミだけーしかとれな均、った。 8 月にはヒ

メネズミの筒抜が縮少していることが LI だっ。また， 7 月と 10月にヒメ

ネズミとエゾアカネズミとのlli白がある。

群落における種の生活領域8. 

このように各群落における野ネズミの生活領域は季節により，いろい

ろと変化しているo 各種の生活傾域のïtイ['，は・その桜息密度に影響され

ると考えられるが，桜息甲子!皮泊、高くても集1ド的な生活をしている純は生

活領域が小さ〈‘また民息\íl'i度が比較(1':1低〈ても，生活領域が大きL 、こ

まえに筆者は，各群落におけ』る陵息、特i!廷をもって，その群落の代表簡を

決定した。しカ‘し，'ll干落における棲息斡肢を計算するときは，手1']召してい

る区ill~ もそうでない区割もー絡に平均されるわけでp したがって群落の

代表[毛をL 火、;あらわすときは群滋の棲息斡皮だけ』では不充分で，やはり

その隠の群落における生活鋭校一憶の禾11問状態ーをも考える必要があろ

う。tf)8凶は各都~i~~における ~l士ネズミの|又il:l] 1'1，1斤!率をl'Î0率で、あらわした。

一 78 ー

とヵ:ある。

トドマツ一一総件出!にみてエゾヤチネズミの生活領域が広い群~*\'ì ，

トドマトドマツーーグマザサ群落，グマザサ群洛であり，オシダ群落，

トドマツ一一ユヅリハ群落でも広L 、季ヅ一一ユヅリハ オシダtr~fi:，

'J 

グマザサ群落の野ネ

ズミノ生活領域

野ネズミの諮問lは第

4 図参照

第 7 図

節もあるが，しかし，それも一時的な現象であるように。これら 2 つの
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開 8 図利用率の状態

野ネズミの識りIH土第 3@を参照



北海道における野鼠分布に関する研究明) (桑:tlU) - 79 -

群落はむしろ ヒメ ネズミの生活鋭械のほうが広いとみてよいだろう。

このようにlllj"不ズミの生活様抜から群落の代表種をみた場合， まえにのベた各祈;るのm息密度がら 9 群

落の代表磁を決定したとき とほとんどおなじ結果がみられた。しかし， l!L}不ズミの生活状態は季節に と も

ない，各群落ではそれぞれ特殊な変化がみられる。

9. 生活指示数の季節変動と野ネズ三の棲息場所

まえでは群落に生活する野ネズミのうち， 法息\'1'，'度および生活鋭是正一一利用率一ーが， それぞれ優;越し

てし、るものを， そのj的存で生活する野不ズミの集団の代表隠としたが， このような基準にしたがってきめ

られた集団の代表隠は， 群?答と野ネズミの積とのむすびつきを表税するだけで， t重に過した波息場所を表

現するかどうかは判らなL 、。

たとえばおなじ腕で代表されるいくつかの群誌におし、ても，桜，白、密度あるいは利用率がし、ろいろちがっ

た状態になっており ， こうしたそれぞれの数値が bがうことは，その樋の生活になにか問題があることで，

桜息場所としておなじ状態とはL 、えないであろう。

一般に積の肱怠密度が増加すれば，種の生活領以も拡大されるものと考えられる。 しかし，実際にはか

ならずし も ， このような現象ぼかりでなく ，と きにはまったく逆の結来もみられる C!fff~ 9 図参照〕。

このように野外で生活する野ネズミの棲息密度と領主主との関係は ， 桜忠、場所の条件によっていろいろ変

るのであるが， この調査からこ ;It らの関係についてP くわしく論ずることはできなし、。しかし棲息寝j伎が

高 く ， さらに生活領械も広L 、極tむその土地てJ その鎚が発展しようとする行動を制約する要因が少なく ，

したがってそ こは， その~に適した桜息場明と考えられる。このような考え より棲息精度と手ド) F!率一ーーそ

の群落の面積に対する積の生活領域の百分率をL 、う。ーーとを釆じたものを生活指示数とし， 生活指示数

がより大である群落を， より適した桜息場所と考えた。

針~ 9 図に各憾の桜息場所と利用率との関係を示した。「季節一一利用率」供総と 「季節 複息平野度」曲

線が交わらずに変動するときと ， 2 つの世棋の変動に交わりがあるときがみられた。 2 つの位級に交があ

るのは ト ドマツ一一一オシダ群落タグマザサ群落のエグヤチネス、ミと ， トドマツ一一グマザサ新一洛の エ ゾア

カネズミ にみられる。ほかの群誌で生活する野ネズミでも ， 2 つのI.\ÞVl!がまったく平行しているわけでは

なく ， 増加率あるいは滋少率が比例しなレ部分もみられるがp 交わりのある群落ほどその差は大きくなし、。

ま た， 第 2 表は各群落に生活する 3極の生活指示数を計算した。第10図は第 2 表から生活指示数の季節j

変動を図示したものである。これらの図および表からまずわかることはフヒメ不ズ ミ およびエゾアカネズ

ミ の生活指示数がエ ゾヤチネズ ミにくらべて非常に低いことである。このような現象は北海道における野

ネズ ミ の分布を研究するうえに重要な問題である。 12)

群落に対する生活指示数の)1阿古が季節]の変るに対応して ， どのように及、化するかず縄ごとに調べてみた。

第11図では季節が変るとき)1町立を示す紘に交が多くあらわれるのは，野ネズミ の生活指示数の)1町立に変動

があったことを定、味する。いま各慢についてそれぞれの生活指示数にしたがって桜息場所を検討してみ

る。

(1) エゾヤチネス' ミ Cleth円onomys rufocanus bedfordiae 

第11図をみるとわかるように， われわれが調査した邸幌 トド マツ天然j本では司エグヤチネズミの駿息場

所が 2 つの紅iに分かれてし、る。ひとつの組にはグマザサおよびオジ !jが優占で‘ある群洛がはいり ， ほかの
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ひとつの組にはユヅリハが優占で、ある ~lf誌が含まれる。

また，季節をとおして桜息場所の順位変動をみると，エグヤチネズミは，季節の変るごとに大きな変動

がみられる。春から夏にかけての順位の変動l土トドマツーーグマザサ若手誌と， トドマヅ オシダ群落と

の聞もまた 4 月に調査はしてなし、が，トド-q';J一一ユヅリハ オシダ群落とトドマツ一一ユヅリハ群

落との聞にそれぞれおこなわれている。

夏から秋にかけてはJI~H立の低い組には}I町立の変動がないが， JI町立の高い和1にはグマザサ群落とトドマヅ

ーーグTザサ群落， トドマヲ一一一グマザサ群落とトドマツーーオシダ群落との間にそれぞれおこなわれた。

冬から春にかけてはグマザサ群落とトドマツーーグマザサ群落との聞に}I[(Ï伎の変動がみられた。しかし，

これらの結果からトドマヅー→ーオシダ群落で'It.夏に!順位がたから春，秋にさがることと， トドマツーー

グマザサ群落が駄に順位が

千妻，。
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第10図 生活指示数の季節変動
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第 2 表野ネズミの生活指示数

1. エゾヤデネスミ

Cleth円onomys rufoccmus b3dfordiae 

群 落 i 月 陸腕度l 利用率雲活装

1.トドマヅ一一一

オシダ

ッマド
ドl

q
L
 

グマザヱサ

4
7
8
ω
5
 

0.26 I 20 5.2 

0.80 I 80 I 64.0 

0.92 I 60 I 55.2 

0.32 60 19.2 
本 * 

4
7
8

ゆ

5

0.35 

0.57 

0.50 

0.90 

0.27 

~O 

30 

70 

70 

2.1. 5 

39.9 

25.0 

83. 7 

8.1 

50 

3. トドマツ一一一

ユヅリハ一一一オ

シダ

4. トドマツ一一

ユヅリハ

5. グマザサ

2.0 

2.6 

3.0 

3.0 5 

4

7

8

m

5

 

n
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n
u

尺
ノ

n
Y
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t
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o
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o
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o
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,;: 前

7 0.20 60 

8 0.28 45 

10 0.15 20 

5 0.15 20 

4 I 0.47 75 

7 1.10 100 

8 I 0.87 8ヨ

10 0.67 87 , 
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2. ヒ メネズミ Aρodemus geisha 

討を 月 |間管区別j用率 | 素活要
.1 0.C6 20 1.2 

7 0.06 20 1.2 

8 。 。 。

オジ 1;1:
10 0.12 40 4.8 

J 

守 0.20 40 8.0 

2. 
7 0.23 30 6.9 

S 0.27 50 13.5 
グマザサ

10 ('.30 40 12.0 

5 0.16 50 8.0 
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1. エゾヤチネズミ

11\員

住 2

I? 

立

3!' 

[ )く/~ー
4 7 

R 
2. ヒメネズミ

5 。 10 

111 再

f宜

2 

3 

4 

δ 5 10 4 7 

円

tf:':ll図 生活指示数による順位の季節変動
図中の算用数字は群落を示し， 図 1
を参照

ではなかろうか。このように季節により絞息

場所のl順位に変動があるが，エゾヤチネズ ミ

については林冠群のないグマザサ群落が 1 年

をつうじて最も棲息場所に適していることは，

北海道における造林事業とエゾヤチネズミと

の関係に重要な問題があるようだ。

(2) ヒメネズミ Aρodemus geisha 

ヒメネズミはエグヤチネズ句ミとちがって，

季節により!順位がさ まざまに変化しているが

とくに滋しく順位の変動があった月 11 7 月か

ら 8 月に移るときで， 夏から秩に移るときは
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4 0.21 35 7.4 
3. トドマツ一一ー 7 0.23 50 11.5 

ユヅF リハ一一一 8 0.09 15 1..1 

オ ジ ダ 10 0.08 27 2.2 

5 0.10 28 2.8 

4 場. 司 * 

4. トドマツ一一一
7 0.0.1 13 0.5 

8 0.20 ベ0 8.0 
ユヅリハ

10 0.16 45 7.2 

5 0.0.1 13 0.5 

4 0.27 '75 20.3 

7 0.27 50 13.5 

5. グマザサ 8 0.16 25 4.0 

10 0.15 50 7.5 

5 。 。 。

3. エグアカネズミ Aρodemus ainu sinu 

1洋 i?f : FJ I民間判手l同去j官
4 。 。 。

7 0.06 20 1.2 

8 。 。 。

オ シ ダ
10 0.06 寸O 24.0 

5 * * 

4 。 。 。

2. 
7 0.06 10 0.6 

8 0.09 30 2. 7 
グマーザサ

10 O . ト守 10 1. .1 

r; 0.03 10 0.3 

4 0.02 7 0.1 
3. トドマヅ一一ー 7 0.02 7 0.1 

ユヅリハ一一一 8 。 。 。

オシダ 10 0.11 27 3.0 

5 。 。 。

4 * ド * 
4. トドマヅーー

7 。 。 。

8 。 。 。

ユヅリハ
10 0.02 5 0.1 

5 。 。 。

守 。 。 。

7 0.10 25 2.5 

5. グ マザサ 8 0.03 10 0.3 

10 0.10 25 2.5 

5 。 。 。

そのままの状態が維持されていることが特徴

である。

このように ヒメネズミ の桜息場所の)1即刻こ

7 月と 8 月をさかし、にして大きな変動がみら

れるが， 2 つの季節をとおして上k較的たかし、

)IKH立を示す群滋は， グマザサが優占である~tl

滋であり ，オ シ〆が優占な群落はヒメネズ ミ

にとってもっとも惑し、l順位である こと は注目

すべきことである。さらにユヅリ ハが優占で

る群務も季節により順位がたかくなることも

注意すべきである。 しかし，ヒメネズミ にと

って ， さらに注立される現象はp グマザサが

優占であるOWH絡であっても ， H冠群植生が発

i主してなレクマザサ群落では， ときによって

はまったくとれなL 、こともある。

(3) エゾアカネズミ

Apode隅us ainu ai民民

エゾア カ不スミについて節 2 表およびtrno

図をみるとわかるように， 棲息場所と してど

の群落が過しているかどうか説明することが

できなし、。ただ銘10図に示された群落， すな

わちトドマツー一一オシダ， グマザサ ， トドマ

ツーーグマザサ1町議が，図示されなし、ト \'マ

ツ一一一ユヅザ リハ一一一オジダ， トドマツ一一一ユ

ヅリハ群落より雨L 、生活指示数を示すことは

あきらかである。

以上 3種のl!l:J.ネズミにっし、て ， lli-r'協ト ド マ

ツ天存在林におけるそれそれの棲息場所を説明

したので‘あるが， ;Iニグ ヤチネズ ミとヒメ ネズ

ミ がおなじグマザサの優占である群落を， 過

した絞息場所としていることは重要な問題で

;Joろう。ただエグヤチネズミは トドマツ一一一

オシダ群落もÆ.!iした桜息場所としているが，

その群落はヒメネズミについては最も適しな

L 、桜息場所となっていることや，林冠群純生

の発述してないグマザサ群落は，と きにはヒ

メネズミがまったくとれなくなることは興味
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ある問題である。このようにヒメネズミとエゾヤチネズミの楼息場所の問題から次のようなことが3替えら

れる。

(1) グマザーすが優占で、ある土地は， エゾヤチネズミおよびヒメネズミの棲息場所に適している群落であ

るが，林冠群植生が発達してない植生では， ヒメネズミがまったく俵息しないことがある。

似) オシ〆が優占である土地で p オ シダが繁茂してし、る間は， そこはエグヤチネズミだけの絞息場所に

適して L 、る群落である。

・ (3) ユヅリハが優占である土地はエグャチネズミの主主息場所に適してし、なし、。

10. 考察

( 1 ) 

動物の桜息密度は， たえず:2t勤していると考えられるが，われわれは棲息、密度の季節変動をしらベた。

普通は棲息密度の変動を，単に気象的要因によって説明しようとするものもし、るが，野ネズミ自身がもっ

ている内的要因や野ネズミ相互の関係も重要な問題である。

徳岡 13) は生~Jと環境の問題について次のように述べている。「一般に動物は環境をえらび， 好適でな

し、環境から移動する。このよ うに窃助Jは 自律的にたえす.周囲からの刺倣に反応しながら行動する。そして

この自得的な行動がほかの生物，ほかの種類， ほかの個体に対してつねに司王和的である。しかし， この調

和もあるときは協調の形となってあらわれ，あるときは競争の形となってあらわれ， このどちらがあらわ

れるかは，そのときの条件しだいである。」

さて， われわれが研究の対照としている野ネズミについて， こうした問題を具体的な現象で考察してみ

1洋

トドマツ

ーオシダ

2. ト ドマツ

ーグマザ

ぷサ

3. ト ドマツ

ーユヅリ

ハーーオシ

!J: 

2名

第 3 表 各群落における季節別の領域および密度の優越福と代表磁

U一 月 I 7 月 I 8 月 I 10 月 I 5 
月一集団 の

1 代表 磁
1 .,::.. 'J" ヤニ手ネズ|

エゾヤチネズ|エゾヤチネズ|エゾヤチネズ| * ミ混楼 ミ純集団 ミ混tE
エゾヤチネズ

密 度IエミゾヤチネズIエξ ゾヤチネス乍I ~グヤチネズIエゾアカネズI 、

* 

領 妓i「fJ/MV 4J・ h+J「f J/hYιノ 干ヲヲハJ| エミ').ヤヒチメネネズズ[::-，;ノ fιJ い+ヂ || LL fJ 小キマハ 、 ー
ミ棲分け ミ桜分け ミ楼分け ミ i見腹 部i混援 エゾヤチネズ

密 度Iエとゾヤチネズ|いエゾヤチ不ズ |いエゾヤチ不ズ Iエゾヤチネズ Iエゾ円ァチネズ
、、

鎖械|ヒメ不ズミ棲| ヒメネズミ綾|エゾヤM123おぶ| ヒメ ネズミ桜
分け 分け ミ楼分け ミ混趨 分け

ヒメネズミ 、

I I::;'*^'~ 1 1::;1-*^，~ 1~')'fT*^' i~:ァ… |密度 ヒメネズミ ヒメネズミ エミゾヤチネズ1 >エゾヤチネズ ヒメネ ズミ
ミ=ヒメネズミ

1. 1 ド マツ領域i * ェーズ|てご:122| ヒメネズミ棲|エゾヤチネズ
ミ混楼 ξ 棲分け 分け ミ楼分け

ヒ メネズミーユヅリ

|エゾヤチネズ|エゾヤチてヒメネズミヤ市ズ当院 ー ミ=ヒメネズエゾヤチネズ‘
、、、、

領 域I エミ=グヤヒチメ不ネス宍 Iエゾヤチネズ Iエゾヤチ不ズIエグヤテネズIェゾヤチネズ
コニソ'ヤチネズミ混棲 ミ混棲 ミ混楼 ミ混楼 ミ純集団

5. グマザサ

密 度Iエ Jヤチネズ Iエゾヤチネズ1ェゾヤチネズ!エゾヤチネズ1ェグヤチネズ
、、



- 84- 林来試験捗J研究報告 tí~ 7S 号

ょう。

銘 3 表はし、ままでのべてきた氏*'/-1) • ら各J的存に生活するll\:r不ズミの肢息何度と生活情伎とについて，そ

れぞれの優越悌を季節別にあらわしたりまえにものべにように .t)l息税反と生活舗はとはほぼ平行してい

るのであるが，くわしくみると 2 つの同には，部分的にかならずしも平行せず逆の凶係にあるときがあっ

Tこ。

( 2 ) 

群務によって，または季節によって，野手ズミ相互のあいだに，能分け』がおこなわれているときと，そ

うで喝ないときとがある ù \, 、ったL 、枝分けがおこなわれているときは，とんな条件のときで‘あろうか。また

桜分けがおこなわれないとさとはどんな条('j二のときで、あろうか。

ここに見られた楼分けのおこなわれてし、ない状態，すなわち， ì1iW状熊とは次のようなものである。

(1) 混践している間の[Li!の伝 I_'!' óllif\Î凶係が~F~~;すにはっきりしている場合，この場合には従属憶は優心

稿の領域内に散作する。

(2) ì島践している簡の聞に優占?従属の以l係がそれほど明らかでない場合。

以上 2 つの場合には，さらに凶係する係が]lÏ絃である場合と，遠縁である場合がある。

木下， _r.凶，桑:tIl1 2 ! は{凶体数の地加がまだ資分でないとき，近縁の1"1\ーすくなくとも Jm&i!'I'~に頬似し

ているA仰demus gcislw と Aρode附us amu αl1l Uーのあいだにはfrs桜がみられなし、が， ;主縁の尚一Aρo司

dcmus "誌と Clethrionomys rufocanus bcbfordiae ーのおいだで~( ;t混桜することをみてL 、る。しかし，ま

すます個体数が消却iすれば，近縁の伊丹あいだでもi昆楼がみられるが9 こうした状態はながくはあ日かなし、。

すぐに楼分けがおこなわれて，各隠の独自の傾械をもつようになることがわヵ、った。

形態的に似ている舶は，普通生活のために笈求する条f'1 も似ているはずである。このような 2 つの積が，

閉鎖的な球境内でならんで、生活するとき，生活条件のíi@ 仰のための)t'i ~Jiが倣しく生じることが考えら.ll

る 14)。

閉鎖的な環境とは，いったいどんな環境であろうか。自然状態で生活している野ネズミ lむ開放的な状

態で生活していると一応考えられる。したがっ-C，野ネズミはし、かなる要素をも選択的にとりうる自rJ lを

もっているのであるが，こうした白山を.;nUn:1りするいろいろな要素もまた存在するわけ』で，環境が閉ざされ

ているか， D跡、ているカを判別するのはもとより野ネズミ自身がおこなうのである。したがって，野ネズ

ミ白身の行動より夕飯境が閉鎖的であるか，開放的で‘あるカゐがわかると考えられる υ それではいった\，" 

野ネズミの行動がどのような状態のときを環境が閉鎖的であるかp あるいは1m放的で‘あるかを判断したら

よいだろうか。

筆者の調査からァとくに領主主的にーもちろλ桜息密皮も当然いっしょに考える。-.野ネズミの行動を

みるとき， (1)各積が位分けて独自の領域をもっ。 (21棲息密度は増加するが，いまだ充分でなく遠誌の霞と

混棲する。 (3j桜，息密度がし、よいよ増加|して，近縁の種と混躍する。といった 3 つの段階がみられた。こ 3

した 3 つの段階tおまえの論議からわかるように断次競争が滋しくなると考えられる。けっきょく競争の

最も烈しくなった(3)のような状態のときに，環境が閉鎖的であると考えてよいだろう。伊藤 4) はアブラ

ムシの研究のなかでも，これとおなじ状態があることを認めている。
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(3 ) 

群落に生活する野ネズミの棲息密I芝と生活領域とが，ともに優越な樋が，その群洛の代夫極となったの

であるが，槌の桜息場所として，そこが適しているかどうかは代表種だけでは不光分で‘あった。野ネズミ

の筏息場所は怯息精度の増加にともな~" いろいろと変化した1)。しかしこうした変化はむしろ野ネズミ

相互の社会的な関係ー:rù きかえ可能の棲分け， (第一の浪本過程)ーによるようであったわ。

このように極の伎息場ïfrが，いろいろな条件によってたえず変化するのであるヵ、ら，積の肢息場所につ

いて論ずるときは，生活指示数による方が便利であると考え，これによってそれぞれの群落を積ごとに比

較してみた。しかし，生活指示数なるものは便宜的に}跡、たものであって，こうした問題については，こ

れからいろいろと研究して決定したい。

野焼トドマツ天然林において，われわれが調査した各群溶で、は，ェナアカネズミの生活指示数が断片的

であるため，その出息場所について説明することができなかったが，エゾヤチネズミとヒメネズミについ

ては次のようなことがL 、えた。

(1) グマザサが優占である土地はエグヤテネズミおよびヒメネズミの棲息場所に~通している若手落である

が，林冠群植生が発達してない植生ではタヒメネズミがまったく懐息しなL 、ことがある。

(Zl オシダが優占である土地は，オシダが繁茂してし、る聞はエゾヤチネズミだけの陵息に越しており，

ヒメネズミでは最も怯息場所の)1町立が低い群議である。

(3) ユグリハヵ:悩I5である土地は，ェゾヤチネズミの桜息に過していないが，ヒメネズミは季節により

順位が高くなるときがある。

鈴木 15) は制査結民の比較により，植生 J\ri 引と保境との聞の関係の)1院序を予却してし、る。 いま，気象

要因の分析に必主Eな光と土壌;水分について引用してみると，光を必要とする程度は可能的ひかげ植物のサ

サ型，ついでスゲ型またはハイシキミ翠J，もっとも耐陰性の強L 、ォ γダ理J とし、う )I~iff となる。

士援水分ではオシダiÞJがもっとも湿生的なものであり.ついで，スグ型はやや湿生的な土地から逃i間的

な山腹へかけて優勢で，ハイシキミ型とササ型とはほぼおなじようであるが， fiIlM的にみてやはりササ却

の方が乾生的であるとみられる。

われわれが野幌トドマツ天然林で調査した群落について，その優占種であるオシダ，グマザサ，ュヅリ

ハの 3種についてみると，オシダはもっとも陰湿地に生育するt\1I物であることがわかる。まずこ，可能的ひ

かげ植物であるグマザサと絶対的ひかげ植物であるユグリパで‘は，前去が後者よりも光を射し， ~性的
な土地に生育することがわかる。

このように植生類型と環境との聞の関係の)I~i序から，まえにのベたエゾヤチネズミとヒメネズミの桜息

場yrを説明することができるであろうか。エゾヤチネズミは|陰湿地的なオシダ型から，もっとも光を要求

し，乾生的な土地に優勢なグマザサ型を適した棲息場所としてし、るのに対して，ヒメネズミはグマザサw!

を過した棲息場所とし，さらにユグリハ型を季節によって過した桜息場所とすることがある。したがって，

このような関係からだけではヒメネズミとエグヤテネズミの按息場所のちヵ:し、を説明することができなL 、。

しかし，第 2 表および銘10図から，エゾヤチネズミはグマザサlfW ， オシダ型で高い生活指示数を示すの

に民し，ユグリハ型では生活指示数が，かけはなれて低い。ーゴj ヒメネズミはグマザサ荏~J とユグリハ型と

の聞の生活指示数にはあまりかけはなれた差はない。
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また，第11図均、らエゾヤチネズミにおける生活指示数の1l[(ii~Î.の季節炎 ~[0Jは，はっきり 2 つの組に分かれ

るのに対して，ヒメネズミでは季節によりさまざまでエゾヤチネズミのようにはっきりしていない。けhっ

きょくエゾヤチネズミの桜息場所はグマザサìJQ，オシダ別と，ュグリハな~とに，はっきりわかれるのであ

るが，ヒメネズミにはエグヤチネズミほどはっきりわカ hれないのはどうしたことであろうか。

第10図をみるとエグヤチネズミの生活指示数がヒメネズミ，ェグアカネズミより高く，各~tn存で‘生活す

る野ネズミを各群落について相対的にみると，ヒメネズミ，ェナアカネズミは，やはり従属憾の凶係にあ

ることがわかる。

このようにエグヤチネズミの優勢な地技では，従属刊であるヒメネズミおよびエゾアカネズミは独自の

棲息場所を選定することができなく，このためとメネズミの怯忠場所にはっきしないところがあるのでは

ないだろうか。また，ヒメネズミけ森林性の野ネズミであることより考えての ，森林のなかで、はエゾヤ

チネズミほど棲息場所の選択をしないのかもしれない。

( 4 ) 

いままで、は，おもに各店‘浴に~UI~する ill} ネズミの状熊-t}t息将!I芝，生活1域主党，あるいは生活mぷ数ーか

ら，いろいろと考察してきもたが，野ネズミの法怠場所を{制限する要以!の一つに土地条件がある。

一般に土地条件として考えられるものは，土協の状j治9 気伎の状隠，tí!ï生の状j芯などであるが，われわ

れが主として取りあつかった対象物は，植生の状態であった。もちろん，この植生の状態は，土壊や気候

と深い関係をもっている。ここで考察することがらは，気伎の変化ー季節ーにともなう植生の変化を問問

tこしTこ。

野 1協トドマツ天然林は全体的にみると 9 トドマヲを優 !!j同とする森林であるが，地形の状況によって，

いろいろな群落が出却する。われわれが調査の対象として選択した各↓tf誌は，館協，松江 16) の祁告に

よれば，その一部分の群訴にすぎなし、。

このように森林のWi;ì出土地形や気{l心土i誌の状態などによっていろいろと変化する。われわれが訓習でし

た各群落のおもなる構造は，第 1 図にあらわしてあるように， vのグマザサ群落を除いたほかの群訴はす

べてトドマツ天然1よといえる。し治、し9 亜高木層の111]，ì立には，各~i下落のIi \Jにこまかし、ちがし、がみられるが，

これについては説明することができない。いま第 1 図より各群務の森林構造をまとめてみると第 4 表のよ

うになる。すなわち高木何ではトドマツ， I:lli高木屑では(1)広葉樹ー (2)広葉樹ートドマツの 2 つに分かれ，

林床群植生では(1)に a グマザサ， b オシダ， c ユグリハーオシダとなりヲ (2)にd ユグリハ， (3)に e

グマザサの 5 つに分けられた。

7竺よ[ 高::子411 ム「|林床群植生
(1)一一→ トドマツ一一一←〉

(沿一一→ トドマヅ一一一→

(3)一一→

広襲名古一一→

広葉樹ートドマツー→ | 

a グマザサ

b オ手ノダ

C ユヅリハオシ Jf

e グマザサ
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このょっに野l悦トドマツ犬然林における林冠前紡生の構造は，高木Jo;iìはトドマヅが優占的であり，jJli高

木)丹l土 1ムー葉樹が優占随となっている。したがって，広葉樹が落葉している季節と落葉してない季節とでは

林内の陽光註にちがし、がみられ，広葉樹が落葉している季節は陽光宣が多い 17)。

このよフに季節にともなう森林内の陽光量変化は，さらに*~床群植生の季節変化にともなってァ地表団

の陽光主にも大きく影持することが考えられる。われわれが調査した各群訴の~ýHf;lH柏生の優占椅は，グ

マザサ，ュグリハ，オシダの 3 種であり，これら 3視がL 、ろいろ組み合ってそれぞれの群落を作っている

が，このうちのグマザサは形態の季節変化がほとんどなく，野ネズミのおもなる活動空間である.地図ち

かくの陽光量はあまり季節変化がないものと考えられる。

一般にトドマツ天然林内の陽光量の状態は，全陽光に対する 10%内外であって，斑点状の照射をなすと

ころでも20%以上になることは稀である。しかし.地被植物の下では 2~4%内外を普通とし， ~争i~*や林

!ぷがグマザサのような植物で‘おおわれているところでは1. 5%以下の陽光設である 17) 。

このようにトドマツ天然林内のグマザサ併落の，地面ちかくの陽光:量がすくないことがわカ、る。しかし

ユグリハ群誌も常緑多年生草本であるがタ第 l 図からわかるように.グマザサ1in符やオシダ群落にくらべ

て優占皮が低いため.ほカ}の草木類の季節変化により・斑点状に地被純物が枯れて棟地の状態になるので，

向jj閲ちかくの陽光士さにはかなり変化があるものと考える。

われわれが訓査した群落のなカ、で.オシダ#llJ..i:~むその j汚践にもっとも大きな季節変化があらわれる。

したがってラオシダが枯れている間lむユヅリハ群落よりもi也l国ちかくの陽光量の変化はもっともはなは

だし L 、。

し、ままでのベてきたことをまとめてみると，野収I トドマツ天然林内の気象状態は，その森林の1持政状態

からみて，恭一融当から刷物が繁茂しはじめるまでー，夏一杯l物の繁茂期間-.秋一植物の枯れはじめか

ら積雪までーの季節に大きくわけることができる。

( 5 ) 

日!}ネズミのt)~息何度は季節により.いろいろと変化したが，これらの変化は， (1 ~桜息場所が時Ii目的に変

イr，することにより野ネズミの生活にj白，不通を生じた場合と. (:!.)姥亡率と繁WHーとの nDに均衡が殴れた場

合の 2 つの問題が考えられる。

\，，;]:各群落の怯怠椛H芝の変動をみると，どの府;存も存は組，口、'伴'，'ßきが披 'þ し・世息?谷区が向くなる'llfi存で

はとくにはなはだしく，ちょうど半円形の季節変化をしているので， :;(1を最低として周期的な変化をして

いるように考えられるの

SII";r， I"ORlllめは冬期におけーる条í'!ーが非常にJ~~" 、ときは，春には個体数が滋少してあらわれるが，条引が

よければ越冬個体数が多いとのベてL 、る。したがって.ここにみられる現象も SrmLFOR Il 18) のしづ，冬

期における自然淘汰の結栄光として説明してもよいであろうか。

まえにものべたように野焼トドマツ天然林ば，手手ー夏，秋の大きな季節変イ!てがあったために， \l!}ネズミ

の生活にもいろいろ主変化が生じた。しかし，グマザサがよく生育している士別は9 野ネズミの桜息場所

として比較的安定していたにもかかわらず，春にはやはり技息密度カ減少し，半円形の季節変化をしてい

ることは，いったいどうしたことで為ろうか。

野ネズミの桜息場所の条件を考えるときはタ土泊条件はもちろんであるがp 野ネズミの生活に必要な会
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物条f'Iが充分にみたされているか，どうかということにも軍要な問題である。地íll1がグマザサで充分おお

われている土地は，エゾヤチネズミには都合のよし、桜息場所であったが，春に桜息精度が低くなることは

食!ì0J不足が大きな原内であろうか。このことについては，ここでくわしく論ずることができないが，まえ

にものベたように，エゾヤチネズミ t土地面がグマザサのような植物で充分おおわれている土地でないと棲

息場所としては都合が忠~\，、ょうであった。ところが町幌地方で春にグマザサの生育地以外に地図を充分お

おっている土地が，ほかにあるであろうか。エゾヤチネズミが高い桜息?託、皮を示す牧草地や泥笈地草原で

は，春には地図をおおっている航物はすべて杭れてしまっているのである。このように考えてみると，ほ

かの土地への移動は考えられなく，けっきょく脊の桜怠\'l'i!芝の減少は.冬期における自然淘放によるので

はないだろうか。

犬飼，森，うらー賀等 19) は冬慨におけるエグヤチネズミの生r~I現象を，主として民1総量の増減についてし

らベタ低温による血糖抵の減少を証明している。また芳賀 22) は融雪朔における野ネズミの活動跡の調査

カ、ら，融雪期における野ネズミのよ伝子守条件の不利になることを温度è_ ft!J1IJの点から考察している。

野外における野ネズミの繁殖についてはあまり研究されていなL 、が，ェゾヤチネズミについては井上

20) の報告がある。この報告によると?エゾヤチネズミは 5 Jjから 11月まで，多少にかかわらず抑版しい

てるが，そのうち 6 月がもっとも多く， 5 n, 8 月， 10 月が次に多いとのべている。また木下 21) もエゾ

ヤチネズミについて，森の繁殖と，秋の繁殖がもっとも多< ，その長椛則は 5 月と 10 月とであるカ"夏の

繁殖は脊，秋にくらべて誠少していると報告している。

ill:í ネズミにとってもっとも生有条{'I二のわるくなるときは，冬期間にあると考えられ，この季節の野ネズ

ミの生活が翠年の桜息斡度の増加に大きな影響をあたえることであろう。しかし，冬期における好適な生

有条例会が，次の零節における繁殖条件にどのように作rj]するカは，さらにw息甲子i!交の増加lを左右する重要

な条{'I二となるであろう。野外で生活する野ネズの個体数t~1力ilfむ季節の変化にともなう，生干f条件と繁殖

条('\'との関係が都合よくおこなわれることが必要であろう。いままでに野ネズミの大発生が，造刻、地にし

ばしば大きな被告'を与えてきたが， illí ネズミの生存主繁航との条件。、関連性を充分に究明することが野ネ

ズミの防1\余を泊確におこなう一つの方法であると考える。

11. 摘要

(1) 群落で~UI~する野ネズミのむj息斡皮および生活問肢が.それぞれ優越している積を，その若干落の代

表稀とし，各m落におけるそれぞれの代表を次に示した。

群 ?答

1. トドマツーーオシダ群落

2. トドマヅ一一一グマザザ群落

3. トドマツーーユグリハ一一オジダ群洛

4. トドマヅ一一ユグリハ群落

久 グマザサ君日答

代 表

エゾヤチネズミ

エグヤチネズミ

ヒメネ 7: ミ

ヒメネズミ

エゾヤチネズミ

(2) 自然で司生活する野ネズ三相互の関係には次の 3 つの段階がみられたo

I 各種がすみ分けて独自の領械をもっO

E 絞息裕度は増加するが，いまだ充分でなく遠縁の種と混践する。

F垂
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川 組息平干i肢がいよ L 、よ増加して.近縁の耐と ü甜Lする。

(3) これら 3 つの段階は[， 1[. III と断次競争が政しくなる。すなわち， mの段階になれば閉鎖的な環

境となり，競争が最も微しくなると考えられる。

(.t) 野ネズミの控息場所を比較するため・便宜的に生活指示数を民いた。生活折示数とは.各税務にお

ける抜息何度と生活領域とを乗じたもので，その結果n.次のようになった。そして生活指示数が大きけれ

ば大主いほど野ネズミの怯息場所に過していると考えた。また・型!jl幌トドマツ天然林は恭.夏，秋に.そ

の状態がそれぞれ述うので.者n誌と生活指示数の関係をこれらの季節Jにしたがって示した。

春(融雪から地1IÝIJが繁茂しはじめるまで〉

| 生活指示数

群 落 一一一一一一一「
|エゾTチネズミ | ヒメネズミ |エゾアカネズき

l トドマツーオシダ 7.0 1 1.2 1 0 

2 トドマツ グマザサ 8.1→4・ 5 1 8o 1 ω.3 
3. 1. j:-マツーユグリハーオシダ 0.4ー1. 5 28-7.4 1 0-0・ l

'4・ト 1:" ;;ーユグリハ ・ 1 3.0 0.5.1 0 

F グマザサ 1 10.0-35.3 1 Mω 1 0 

夏(純物が繁茂している期["，'1)

生活指示数
群落.---- ------- --------_.-1 

1 エゾヤナネズミ l ヒメネズミ |エグアカネズミ

1 ・ トドマツーォバ 1 55・ 2-64.0 1 0ー 1.2 1 0ー l ・ 2

2・げ刊行ザサ 25.0-39・ 9 I ω一一 13.5 I 0・←幻

3・ ト山ーザリ二二己 I 1.5-12~1 __  l_.4-11.5 0-0・ 1
4・ トドマツーユグリハ 12.0--12.6 I 0.5-8.0 I 0 

F・グマザ 1)- 一 一一一l 一五日二110.0 1一三ζ正~-r ω2.5 

秋(植物が枯れはじめてから降雪まで〉

坐f;号指示数
T
 

H
れ
引 ~* エゾヤチネれ | ヒメネズモ |エゾア士ネズミ

|μ| 

|口|

19.2 4.8 24.0 1. トドマヅ オγ ダ

1.4 

3. トドマツーユヅF リハーオシダ

4. トドマヅ 1 グリハ

5. グマザサ

(5) グマザザーが優ιで、あるご上地は‘エゾヤテネズミおよびヒメネズミの捜怠、場所に泊していたが，林冠

群植生が発達してなし、グマザサ地ではーヒメネズ T がまったくとれなかったことがあった。しかし，表 2
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に示したように，ヒメネズミの生活指示数はエゾヤチネズミの生活指示教ほど，群落問には明らかな差は

なし、。

(6) オシダが優占である土tlflで.オジダヵ:繁茂している問はエグヤチネズミの生活に適していたようで

ある。
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Tsutomu KUWAHATA : Studies on ih� Distributiol1 of Field Mice 

in Hokkaido. (8) 

Note on the fluctuation of the populatioIic1ensity uIic1er the natuｭ

ral Todo-fir fcrest at Nopporc. 

R駸um� 
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Fluc1uation in the population-c1ensity of field mice was studiec1 usirg mark and 

release methoc1 in five plant communities (Table 1. , 1-5), unc1er tbe natural Todo・

fir forest at Nopporo. The investigations were carried out for each warm seaaon: 

April 3nc1 May in spril1g , ]uly and August in summer, October in fa11. 

1) The typical species of field mice in each plant community were resp巴ctively

determinec1 as shown in Table 1; those species were c10minant in rela1ion to the 

population c1ensity and territory � each comrnunity. 

plant communities 

1. Abies sachaliensis Dryopteris 
crassirhizoma 

2. Abies sachalinensis Sasa alboｭ
marginata 

3. A劫bi己自s s羽achal凶耐l口山i r凶n附1
}humil蛤己 Dry. cras岱SI庁rhi包zoma

4 山悶蹴叫c伽制加凶l…

5. Sasa albo-marginata 

Table 1. 

typical species of field 口l lce

Bedford's red-back vol巴 (Clethrionomys
| rufocanus bedfordiae) 

1 Be……k vole 

l 晶刷M凶d低的f白oルed.b … e 

2) Three striking charactristics, as follows, were observed in the relatiollships 

among tbose species of field mice living wi1d. 

1. There is a habitat segregation amollg these species ; eacb maintains its own 

territories. 

J[. when the natural increase of tbeir popu1aion c1ensity is not enougb their lives 

mix togetber with that of the species distant in affinity. 

llI. wten their population density becomes increasing1y great their 1ives mix 

together with that of speci.es near Ln affinity. 

3) Tbese three characteristic re1atiosbips may b� considerec1 to inc1icate the 

degree of competition; tbe 1ast seems to appear wben cempetition is most seve1'e. 

4) In order to see tbe favourable habitat of fie1d m ice, the writer us巳d fo1' con司

venience an index number of life. This is a numter representing multiply popula1ion 

densiry of eacb species by its own territores. , Tbe figvres 0句 tainec1 are sbown in 
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table 2. The write1' conside,'ed that this may be suitable fo1' fielcl mice as the lmge1' 

number. 1n Toclo・fi 1' forest at Nopporo, the inc1ex numbers show considerable diffeｭ

rences between the seasons pro~)ably due to the fact that the conditions of the inｭ

vestigatec1 areas changed wi1h the passage of .time. 

Table 2. 

1. 1n spring (April anb 孔tlay)

1ndex numbers of life 
Plant communities Iー← 一一一一一ー

I ~_ _" ___,,_ ___ _, ,__ _,_ _, " . , Yezo old world I Bedford's red.back vole I Geisha mouse _~_':-"，:: wooas mouse 

7.0 1.2 。

2. 8.1-2-4.5 8.0 0-0.3 

3. 0.-1- 1.ラ 2.8-7..1 0-0.1 

4. 3.0 O. ラ 。

ラ. 10.0-35. 宮 0-20.3 。

JI. 1n summer (July and August) 

1ndex numbers of life 
Plant communities ト一一一一一一一ー-- --, ----------_---- •• ---, 

" • , Yezo old world Bedford's red-back vole I Geisha mouse 唱
WOOClS mouse 

男.2-64.0 0-1. 2 0-1.2 

2. 25.0-39.9 6.9-13. ラ 0.6-2.7 

3. 1.5-12.5 1.4-11.5 0-0.1 

4. 12.0ー 12.6 0.5-8.0 。

5. 74.0-110. 。 4.0-13.5 0.3-2.5 

]1[. 111 fall (October) 
一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一

lndex numbers of Iife 
Plallt commullities I 一一一一ー i 

2. 

3. 

4. 

5. 

,,_' , _ Yezo old world Bedford's red-back vole I Geisha mouse 司
WOOC1S mouse 

19.2 4.8 2.1.0 

8ヲ.7 12.0 1.4 

1.4 2.2 3.0 

3.0 7.2 0.1 

58.3 7.5 2.5 

5). It seems that the wood-lancl coverecl c1ense]y tl、roughout wit-h bamboo-grass 

(~asa albo-marginata) , is suitable for ahabitat of tbe Bedforcl's 1' ecl幽back vole and 

Goisha mous己. Sometimes, bowever, almost no geisha mouse could be quite captured 

on the open a1'ea covered clensely with only bamboo-grasses. As apparent from 

Table 2, the inc1ex numbers of life in tbe geisha mouse do not differ from tbe others 

as distinctly as is seen in tbat of the Bedford's red-back vole in every season. 

6). It seems tbat the wood-land coverecl densely with ferns (Drypoteris-crassirｭ

rhizoma) is suitable for a habitat of the Bec�ord' s red-back vole c1uring the 

summer when ferns grow thick. 


